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第 29 回マルチメディア通信と分散処理ワークショップ 

ワークショップ委員長・組織委員長のメッセージ

 第 29 回マルチメディア通信と分散処理ワークショップ（DPSWS 2021）にご参加いただき，誠にありがとうございます．

実行委員会を代表して御礼申し上げます． 

このワークショップは，情報処理学会マルチメディア通信と分散処理（DPS）研究会が主催しています．マルチメディ

ア通信と分散処理の研究領域にふさわしく，第 1 回の湯布院（1993 年 3 月）から始まり，蔵王（1993 年 11 月），飯坂

（1994 年），伊勢志摩（1995 年），八幡平（1996 年），会津（1998 年），別府（1999 年），南信州（2000 年），安比高原（2001

年），函館（2002 年），阿蘇（2003 年），和倉（2004 年），那覇（2005 年），霧島（2006 年），加賀（2007 年），萩（2008 年），

層雲峡（2009 年），日南海岸（2010 年），十和田湖（2011 年），奥道後（2012 年），草津（2013 年），玉造（2014 年），雲

仙（2015 年），田沢湖（2016 年），温根湯（2017 年），川上峡（2018 年），登別（2019 年），伊東（2020 年）まで，過去 28

回にわたり開催されてきました．29 回目となる今年度は，鹿児島県霧島市・霧島温泉で開催致します．九州エリアは，9

度目となり，霧島での開催は 2 度目になります．鹿児島県の温暖な気候のもと，3 日間をともにシングルセッションのワ

ークショップで議論していただくことは，コミュニケーションの促進だけでなく，日常業務から離れ，創造的研究の立案

や組織を超えた協力，研究の方向性の議論を行うことができ，皆様にとって必ずメリットがあると確信しております． 

 さて，「マルチメディア通信と分散処理」の名称を冠した本ワークショップも発足から 25 年以上経過しました．情報通

信技術領域は，特に研究開発のスピードが速く，国際的にみても多くの会議が時代の流れに沿って名称を変更したり，吸

収合併する中，長きにわたり毎回盛況を続ける会議はそれほど多くはありません．これは，分散処理やマルチメディア通

信が多くの情報システムの基幹をなす技術であり，過去のワークショップがそれらに関する幅広いテーマを基礎技術か

ら応用事例まで広い視点で受け入れてきた結果であるといえます．この伝統により生まれた貴重なコミュニティという

財産を受け継ぎながら，さらに新しいコミュニティを構成する場を提供することが，私たちの使命でありワークショップ

の主目的でもあると考えております． 

 今年度は，昨年度から続く新型コロナウイルス感染症の世界的な蔓延により，参加者の皆様は，周囲の健康や安全確保

はもちろん，新しい生活様式への急激な変化に対して必死に適応する日々を過ごしていると思います．今年度も既に多く

の研究会やシンポジウムがオンラインでの開催となりました.今後，アフターコロナでは、ワークショップやシンポジウ

ムの新しいあり方を構想・模索して行き，オンラインとオフライン双方の良さを取り入れた新しい論文発表と議論の場を

作る必要があります．DPSWS 2021 は，情報処理学会において，オンラインとオフラインを組み合わせたハイブリッド形

式のワークショップとして，昨年度に引き続き 2 度目の開催となります．本ワークショップを聴講される参加者だけでな

く，発表者についてもオンラインとオフラインのいずれかで参加いただくため，実行委員会ではワークショップの行動指

針として，「DPSWS における新型コロナウイルス感染症対策」を作成しました．この指針とともに，現地会場におけるコ

ロナ対策，ならびに鹿児島県におけるコロナ対策に基づき，新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に十分配慮して，

ワークショップを開催することになります．

最後に，本ワークショップ開催に向けてサポートをしていただいた DPS 研究会の主査，幹事，ならびに研究運営委員の

皆様に，本ワークショップを代表して深く感謝申し上げます．DPSWS 2021 がこれからの情報技術社会の最前線におられ

る皆様にとって「新しい何か」を得られることを心より祈念いたします． 

ワークショップ委員長 乃村 能成  （岡山大学） 

組織委員長 藤本 まなと（大阪市立大学） 
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プログラム委員長・副委員長のメッセージ

第 29 回マルチメディア通信と分散処理ワークショップ（DPSWS2021）にご参加いただき，ありがとうございます．

本ワークショップの主催団体であるマルチメディア通信と分散処理（DPS）研究会では，通信と分散処理に関して，低

いレイヤからアプリケーションレイヤまで幅広い分野を扱っており，高速通信，分散コンピューティング，マルチメデ

ィア情報通信，知的通信，プロトコル，分散協調など，さまざまな研究分野の専門家が参加し，活発な議論が行われて

います．本ワークショップは DPS 研究会が年に一度開催する最大の研究発表の場であり，例年，多くの先進的かつ優

れた研究成果がシングルセッションにて発表されるとともに，参加者による有益な議論が交わされてきました．本年度

は，2021 年 10 月 25 日から 27 日の 3 日間，鹿児島県霧島市を現地会場とし，遠隔からのオンライン参加も可能とす

るハイブリッド形式で開催する運びとなりました．

本ワークショップでは一般セッション発表と特別セッション発表の論文を広く募集し，例年通り数多くの投稿を頂き

ました．一般口頭発表セッション向けに投稿された論文に対しては，プログラム委員の中から 3 名以上の専門家を割り

当て，その研究分野に基づいた審査を行いました．論文審査にあたって，プログラム委員の皆様には「完成度」「萌芽

性」の 2 項目で主に評価していただいております．「完成度」は確かな成果をあげている研究を正しく評価するために

設定した項目です．「萌芽性」は進捗段階にあっても萌芽的な研究に果敢に取り組んでいる研究，具体的には「斬新性」

「将来性」「有用性」を積極的に評価する項目です．本ワークショップは建設的で丁寧なコメントを行うことで，伝統

的に著者の方々から好評を得ています．今回も，投稿論文の完成度を高め，また自由な発想で研究を発展させるために

どうすればよいか，著者の立場でアドバイスする有益なコメントを評価者の方々からいただき，著者の皆様にフィード

バックしております．

プログラム委員会では審査結果に基づいて，一般セッション発表向け論文を 25 件採択いたしました．また，審査結

果をもとに完成度・萌芽性が高い論文を優秀論文賞・奨励賞として選定いたしております．特別セッション発表向け論

文は合計 23 件を採択しました．特別セッションには従来のデモ・ポスターセッションに加え，今回からデモ・ポスタ

ーセッションのオンライン版として，ライトニングトーク形式で発表と質疑を行う「オンラインライトニングトークセ

ッション」も設けました．

例年に引き続き本年度ももシングルセッションという本ワークショップの特徴を生かし，また，昨年度より導入した

Slack 等のツールを活用して，現地・オンラインにかかわらず発表後も含めた活発な議論が行われることを期待してお

ります．この場をお借りして論文をご投稿いただいたすべての方々に感謝するとともに，貴重な時間を投稿論文の審査

に割いていただき，丁寧かつ有益なコメントを頂いたプログラム委員の皆様に心から感謝いたします．昨年度に引き続

き，今年度も新型コロナウィルス感染症拡大に対する配慮が必要となり，準備やプログラム編成において様々な困難が

ありました．乃村ワークショップ委員長，藤本組織委員長をはじめとするワークショップ委員会の皆様には，準備・運

営のために多大なご尽力を頂きました．ここに深く感謝申し上げます．

最後に，本ワークショップにご発表・ご参加・ご協力いただいたすべての方々へ感謝申し上げます．今回のワークシ

ョップが皆様のかけがえのない経験となることを心より祈念いたします． 

プログラム委員長 寺西 裕一  （情報通信研究機構）

プログラム副委員長 荒川 豊 （九州大学）

プログラム副委員長 勝間 亮 （大阪府立大学）

プログラム副委員長 義久 智樹  （大阪大学）
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第 29 回 DPS ワークショップ(DPSWS2021)委員会 

ワークショップ委員長 乃村 能成 (岡山大) 
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プログラム副委員長 勝間 亮 (大阪府立大) 

プログラム副委員長(デモポスター担当) 義久 智樹 (大阪大) 

アドバイザ 串田 髙幸 (東京工科大) 

アドバイザ 田上 敦士 （KDDI 総合研究所） 

プログラム委員(五十音順) 

安達 直世（関西大） 

安倍 広多（大阪市立大） 

石田 繁巳（はこだて未来大） 

伊藤 俊夫（東芝） 
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今井 信太郎（岩手県立大） 

上田 浩（法政大） 
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